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城フェスでの憧れの姿が未来を創る！
～子供たちの成長に拍手～ 

 
5 月 31 日、長崎県立総合体育館（メインア

リーナ）にて「城山小スポーツフェスティバル
（城フェス）」を盛大に開催いたしました。 

開催にあたり、温かいご声援をくださった保
護者の皆様、そして日頃から子供たちを支えて
くださっている地域の皆様に心より感謝申し上
げます。また、今大会の周知のために多大なご
協力をいただいた自治会長様や企業の皆様、関
係各所の皆様にも厚く御礼申し上げます。さら
に、当日は会場準備や駐車場係で応援していた
だいた保護者の皆様にも感謝申し上げます。 

 
今年度も、長崎県立総合体育館というすばら

しい環境で実施いたしました。天候に左右され
ず、熱中症を気にせず、整った設備の中で競技
に集中できることはもちろん、広い会場全体を
包み込むような一体感は、子供たちにとって大
きな自信となりました。 

恵まれた環境の中で、 
子供たちは持てる力を 
存分に発揮し、キラキ 
ラと輝く表情を見せて 
くれました。 
 

「自分たちで作り上げた」城フェス！ 

城フェスの今回のスローガンは前号でお知ら
せしたとおりです。6 年生は「自分たちの手で
大成功させよう」と、「ONE CHALLENGE」活動
を展開しました。スローガンの決定から、公式
キャラクター「やまちゃん」のデザイン、地域
に配布する電子チラシやリストバンドの作成等
に至るまで、まさに自分たちのアイデアを形に
する「生みの苦しみ」を味わいながら準備を進
めてきました。 

当日は、競技だけでなく、円滑な進行を支え
る係活動でも、自ら考えて行動する「リーダ
ー」としての自覚に満ちた姿を見せ、その献身
的な姿勢は下級生にとっての大きな「憧れ」と
なりました。ありがとう、６年生！ 

各学年の輝きと成長の足跡！ 
 
城フェスという大きな行事を通し、各学年の

子供たちは確かな成長を遂げました。 
 
【低学年】 

1 年生の「よーい、ドン」や「３色大玉ころ
がし」では、元気いっぱいの姿を見せてくれま
した。２年生「いい湯だな」の音源とタオルで
表現する姿は、昭和世代の私の胸に刺さりまし
た。低学年のにこやかな表情は、会場中を笑顔
にしました。 
【中学年】 

3 年生の「デカパンで笑!!」や 4 年生の「め
くって めくって...」など、仲間と息を合わせ
る種目を通し、協力することの楽しさを学びま
した。先生方のネーミングもすばらしいもので
した。 
【高学年】 

5 年生は、6 年生の願いに応えて全力で声援
を送り、下級生の世話をするなど、次期リーダ
ーとしての自覚を深めました。 

そして 6 年生の「綱引き 2026」や「チャ
ンスにチャレンジしてチェンジ！」で見せた真
剣な眼差しと団結力は、まさに学校の顔として
ふさわしいものでした。 
 
 学校は、社会の一員としてよりよい活動の
仕方を導き出せる力を育む場所です。今回の
城フェスで見せた「思いやりの
輪」が、これからも学校全体に広
がっていくことを確信していま
す。 

今後とも、本校の教育活動への
ご理解とご協力を、どうぞよろし
くお願い申し上げます。 
 

御寄附、ありがとうございました。 
 
アピールタイムの後に児童が投げ入れた「手

ぬぐい」は、実は本校の卒業生である●●様か
らご寄付いただいたものです。●●様には、子
どもたちの笑顔のためにと、毎年欠かさずこの
手ぬぐいを作成して届けていただいておりま
す。 

卒業してなお、母校と後輩たちを温かく支え
続けてくださる荒木様の深い学校愛に、心より
感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


